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大日精化工業について 戦略 CSR・ESGの取り組み DATA

※2021年度以降は収益認識基準を適用し、売上高が約400億円減少しています。

「美しい色に喜びを感じるのは人類共通の感覚であり、自分の生活が好きな色彩によって包まれたいと思うのは私たちの
念願である」と創業者 高橋義博は考えました。お客様の「もっと自由に彩りたい」という願いに応え、企業活動を通じて
社会に貢献したいとの想いから研究開発を進めてきました。当社の「色」が人々の生活に欠くことのできない要素となり、
未来でも人々の生活をより豊かに彩っていてほしいと心より願い続けてきました。
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これまでの歩み
1950年に制定された当社のロゴマークは、水陸両棲の「ペリカン」と「地球」をモチーフとして
います。美しい色彩を携え、日本中に歩を進め、世界へと羽ばたく水鳥の王者のようになりたい
と願う、創業者と従業員の想いが込められています。

創業者 高橋義博は戦前、顔料の多くを輸入に頼っていたことを憂い、1931年に顔料の国産化を目指し
彩華顔料合資会社を創業しました。顔料はそのままでは使いにくく、顔料を普及させるためには使いやすい
形にしなければならないと考え、研究開発を始めました。

1944年に同業2社を吸収合併し大日精化工業株式会社に改称、現在のベースができました。

第二次世界大戦後、再スタートを切った当社は「合成樹脂用
着色剤」「顔料捺染剤」「合成繊維用原液着色剤」の研究開発を
戦後計画の3本柱としました。1953年までにこれら3本柱の
技術開発が確立し、1968年に東海工場（現・東海製造事業所）が
完成しました。ここから本格的に国内市場へ浸透していきました。

1980年代から、日本企業の海外進出が積極化するなか、
そのニーズに応えるため、展開エリアを拡大していきました。
現在では海外10か国・地域に15営業・生産拠点を持ち、世界
中のお客様の開発ニーズに応える体制を構築しています。

顔料の国産化を目指し創業
技術開発・生産体制が整備され、国内市場へ浸透
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「国産化」の技術を海外市場へ展開

創業者 高橋義博
高橋義博肖像
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1930年代
1931 彩華顔料合資会社として創業
1939 彩華色素工業株式会社に改称

有機無機合成・顔料処理技術

分散加工技術

ウレタン樹脂・アクリル樹脂合成技術

● 1948 日本初 塩化ビニール用着色剤「ビニールトーナーカラー」を開発・上市
プラスチック用着色剤事業

1975 日本初 プラスチック着色料分野におけるコンピュータカラーマッチングシステムを発表

1976 紫外線硬化型コーティング剤事業

● 1953 日本初 ビニロン・レイヨン繊維用原液着色剤
織布用捺染着色剤事業

● 1938 紺青・黄鉛・染付顔料・アゾ系顔料の本格生産開始 ● 1967 ウレタン樹脂事業

● 1950 塩化ビニール用グラビアインキ「ビニールシートインキ」を開発・上市
グラビアインキ事業

● 1944 オフセットインキ事業

● 1985 天然物由来高分子事業

● 1985 シリコーン・ウレタン樹脂

● 1998 IJ分散体

● 2003 CF用顔料

1960年代
1960  大阪工場（現・大阪製造事業所）開設
1961  東京証券取引所市場第二部へ上場
1962  香港駐在事務所 

（現・大日精化（香港）有限公司）開設
1963  成田工場（現・ハイテックケミ㈱）開設
1964  名古屋営業所（現・中部支社）開設
1967  静岡出張所（現・静岡営業所）開設
1968  東海工場（現・東海製造事業所）開設
1968  岡山出張所（現・岡山支店）開設
1969  東京証券取引所市場第一部へ上場
1969  九州営業所（現・九州大日精化工業㈱）開設
1969  名古屋化工㈱（現・大日カラー・コンポジット㈱

東郷製造事業所）設立

1970年代
1973  TAI CHIN CHEMICAL INDUSTRY  

CO., LTD.設立
1977  三宝精密化学工業㈱設立
1977  大日プラボード㈱ 

（現・大日精化加工販売㈱）設立
1978  四国出張所（現・四国支店）開設

1989  DAINICHI COLOR（THAILAND）LTD. 
設立

1989  関東大日精化工業㈱（現・大日カラー・ 
コンポジット㈱ 加須製造事業所）設立

1989  PLALLOY MTD B.V.設立

2000年代
2003  大日精化（上海）化工有限公司設立
2005  大日精化貿易（深圳）有限公司設立
2006  DAINICHI COLOR VIETNAM CO., LTD.

設立
2007  九州化工㈱（熊本事業所）設立
2008  DAINICHI COLOR INDIA PRIVATE LTD.

設立
2008  DAINICHISEIKA COLOR & 

CHEMICALS MFG. CO., LTD. EUROPE 
REPRESENTATIVE OFFICE 開設

1990年代
1993  大阪化工㈱（現・大日カラー・コンポジット㈱ 

交野製造事業所）設立
1994  上海三井複合塑料有限公司設立
1995  P.T. HI-TECH INK INDONESIA設立
1995  東莞大日化工廠有限公司設立
1996  滋賀製造所開設
1997  DAINICHISEIKA（HK）COLOURING 

CO., LTD.設立

2010年代
2013  関東大日精化工業㈱が、名古屋化工㈱および

大阪化工㈱と合併し、大日カラー・コンポジッ
ト㈱に商号を変更

2016  亞祿股份有限公司の出資持分の追加取得

2020年代
2020  坂東製造事業所開設
2021  佐倉テクノロジー・イノベーションセンター

（STIC）開設
2022  東京証券取引所の市場区分見直しにより、東

京証券取引所市場第一部からプライム市場
へ移行

1980年代
1983  広島営業所（現・広島支店）開設
1984  DAICOLOR ITALY S.R.L.設立
1985  北陸営業所（現・北陸支店）開設
1988  HI-TECH COLOR, INC.設立

1940年代
1944  同業2社を吸収合併し、大日精化工業株式会社

に改称
1945  本社（中央区）、東京工場（現・東京製造事業所）

にて操業開始
1947   札幌営業所、工場（後に北海道大日精化工業㈱

と改称、大日精化に2014年吸収合併）開設

1950年代
1950 大阪営業所（現・西日本支社）開設
1957 浮間合成㈱設立

●

●
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Materials

Graphic & Printing

企業理念　行動指針　社是

事 業
人財

3つの
コア技術

顧客ニーズへ
の対応力

生産
現場力

顧客との価値共創
当社の強み 技術主導による

競争優位性確保
P18、P31-32

サステナブル社会の
実現に向けた

ESG重視の経営推進
P18、P39-44

資本効率を
重視した経営推進

P19、P21-24

事業基盤の
強化のための
海外事業の拡大

P.18

DX推進
P.19

HR戦略
P19、29-30、55

価値創造基盤 OUTCOMEOUTPUT
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略

大日精化工業について 戦略 CSR・ESGの取り組み DATA

価値創造プロセス

ブランドメッセージ
機能性マテリアル分野の
エクセレントカンパニーになる

重点事業とターゲット市場

● 革新的な独自技術
● サステナブルな成長に貢献
● ステークホルダーの期待に応える

新規発展市場

継続発展市場

IT・エレクトロニクス
機能性材料

ライフサイエンス
パーソナルケア

モビリティ

環境配慮型
パッケージング

ステークホルダー・
エンゲージメント向上
●  ステークホルダーの 
信頼、期待、共感

●  働きがいと成長を支援
●  ステークホルダーに 
成果を公平に還元

INPUT
価値創造の源泉

財務資本
総資産 196,784 百万円

純資産 130,497 百万円

資本金 10,039 百万円

人的資本
従業員数 3,594 人

知的資本
研究拠点数 国内 6 拠点

製造資本

拠点数
国内 13 拠点

海外 11 拠点

自然資本

総エネルギー 32,135 KL
（原油換算値）

純揚水量 2,725 千m3

社会関係資本
ステークホルダーとの共生

※2025年3月末時点　連結ベース

社会課題（外部環境・事業環境）
● 気候変動　● 資源循環　● 国内人口減少　● 人権尊重　● 環境汚染
● 世界的食料危機　● 地政学的調達問題　● サプライヤーの事業継続問題

中期経営目標
● 売上金額：1,300億円
● 営業利益：78億円
● ROE：5.0％、ROA：4.3％
● エンゲージメント指数　56→59ポイント
● CO2排出量　31％削減

P.17

P17

社会と共に発展
● 次世代に豊かな未来を
●  機能性マテリアルを 
核とした技術

● 社会に必要な価値を創出

環境との共生
●  脱炭素と資源循環に貢献
●  環境に配慮した製品開発
●  環境に配慮した資源利用

P.32

P.32
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